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利用状況/利用目的

データセンターの利用率が15.6％へとアップ
資料7-2 -1　データセンターやレンタルサーバーの利用状況［サーバーサービス別　2007年-2008年］

データセンターやレンタルサーバーの利用状況をみると、共用レンタルサーバーが27. 6％と昨年に引きつづ
き高いものの、データセンターの利用率は15. 6％と昨年から3ポイント増加している。事業継続性や災害対
策として遠隔地のデータセンターの利用ニーズが上昇していることなども要因になっているとみられる。

©impress R&D, 2008
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規模が大きいほど高い、自社向け情報システムの比率
資料7-2 -3　データセンターの利用目的（複数回答）［従業員規模別］

データセンターの利用目的を従業員規模別にみると、「自社向け情報システム」は規模が大きい企業ほど高く
なる傾向がみられる。「社外向け企業情報ホームページ/メールサーバー」は規模によらず50％前後の比率と
なっているが、「コンテンツサイト」は1〜 49人といった規模の小さい企業で高い比率となっている。

出所　「インターネットデータセンター調査報告書 2008」
©impress R&D, 2008
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EC（物販）サイト 25.1% 31.6% 24.4% 27.9% 19.4% 20.7% 24.8% 30.5%

コンテンツサイト 35.7% 56.1% 40.7% 32.6% 28.7% 28.4% 28.9% 41.5%

社外向け企業情報ホームページ/メールサーバー 52.7% 56.1% 53.5% 53.5% 44.4% 54.3% 54.5% 54.3%

自社向け情報システム 56.3% 29.8% 43.0% 39.5% 60.2% 61.2% 63.6% 66.5%

その他インターネットサービス事業 24.3% 38.6% 38.4% 16.3% 15.7% 25.0% 19.0% 23.2%

その他 2.0% 3.5% 2.3% 4.7% 0.0% 0.9% 3.3% 1.2%

利用状況/利用目的

自社向け情報システムの利用が56.3％にアップ
資料7-2 -2　データセンターの利用目的（複数回答）［2007年-2008年］

出所「インターネット
データセンター

調査報告書2008」
©impress R&D, 2008
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データセンターの利用目的では、「自社向け情報システム」が56.3％と最も高く、昨年より約7ポイント増加
している。以下、「社外向け企業情報ホームページ/メールサーバー」の52.7％が続いている。「自社向け情報
システム」が増加しているのは、内部統制やディザスタリカバリーなどが要因になっているとみられる。
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利用状況/利用目的

社外向けウェブサイトやメールサーバー利用が5割
資料7-2 -5　レンタルサーバーの利用目的（複数回答）［従業員規模別］

全体
N=559

1～ 9人
N=34

10～ 49人
N=109

50～ 99人
N=64

100～ 299人
N=93

300～ 999人
N=75

1,000～ 4,999人
N=92

5,000人以上
N=92

EC（物販）サイト 19.7% 50.0% 21.1% 12.5% 7.5% 16.0% 15.2% 31.5%

コンテンツサイト 26.3% 26.5% 22.9% 23.4% 17.2% 24.0% 28.3% 41.3%

社外向け企業情報ホームページ/メールサーバー 60.6% 52.9% 65.1% 62.5% 68.8% 62.7% 48.9% 58.7%

自社向け情報システム 46.2% 11.8% 24.8% 42.2% 44.1% 54.7% 65.2% 63.0%

その他インターネットサービス事業 12.3% 14.7% 12.8% 10.9% 8.6% 8.0% 13.0% 18.5%

その他 0.7% 0.0% 0.9% 1.6% 0.0% 0.0% 2.2% 0.0%

©impress R&D, 2008
従業員規模別に見ると、データセンターと同様に規模が大きい企業ほど「自社向け情報システム」の比率が高
くなる傾向がみられる。「EC（物販）サイト」は1〜 9人の小規模な企業で50. 0％と高く、「社外向け企業情
報ホームページ/メールサーバー」は10 〜 999人の規模で60％以上の高い比率となっている。

主な利用目的は社外向け企業情報ホームページ/メールサーバー
資料7-2 -4　レンタルサーバーの利用目的（複数回答）［2007年-2008年］

©impress R&D, 2008
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一方、レンタルサーバーの利用目的では、「社外向け企業情報ホームページ/メールサーバー」が60. 6％と最
も高く、「自社向け情報システム」が46.2％で続いている。特に、「自社向け情報システム」は昨年から20ポ
イント近く増加している。
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